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1．はじめに

　錐体の分帝状態を知ることは色覚の メカ ＝ ．ズ ム を解

明するうえで重要で ある。 3種類の異なる錐体 （L，

M ， S錐体）の うち 、　L錐体とM 錐体につ い て は形状

が酷似 して い るため解剖学的に識別するこ とはできな

い 。 近年 、 L錐体とM錐体の構成比 似下、
　 L／M 錐

体比）を心理物理学的手法を用い て評価する試みがな

されて い る
【t ） （2 〕

。 シセ ロ ーンとナ
ーガー

は 6名の観

測者に つ い て L　46 か ら2． 36 の間、 ヴィ マ ル ら

は 2名の観測者につ いて同様に 1。 6および 4eO と

い う値を報告してい る。 これ らの報告を総合す ると、

L錐体とM 錐体との構成比はほぼ 2 ： 1で あろうこと

が欟 財で きる。

　 しか し、 これ らの報告はすべ て網膜中心窩における

測定値で ある。 傍中心窩 （中心窩か ら水平方向耳側 4

度まで）の測定がわずか 1例あるの みで
CS ）

、 それ以上

の偏 L痩や網膜彝側における涙掟値｝まなか っ た 。 本報

告では、 網膜水平方向の様々 な偏L・度 （鼻側 28 度、

鼻側 7度、鼻側 2度、 中心窩、 耳側 2度、耳側 7度、

耳側 17 度、 耳側 28 度）におけるL／M 錐体比の 測

定結果を示す。 また同じ網膜部位で ユ ニ ー
ク黄波長を

測定し、 色の 見えとの関係もあわせ七報告する。

2 ．方法

　観測には色覚正常者 2名 （KL ；23 歳 、 SL ；2

2歳）の右眼を用い た 。 実験装置として 、 3光路の マ

ク ス ウ ェ ル 光学系を用いた。 テ ス ト光は、 モ ノ ク ロ メ

ータからの単色光をND フ ィ ル タで様々 な強度レベ ル

に設定 した光をピ ン ホール 開口を通 して つ くっ た 。 ピ

ン ホー
ル 開口は 、 解剖学的に得られた錐体分布密度デ

ー
タ

〔週，をもとに 、 テ ス ト光によっ て照明される錐体の
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総数がほぼ同じになるように網膜部位に応じて 異な る

大きさのものを用いた 。 提示時間はシ ャ ッ ターによ り、

50msec とした。 背1景光は干渉フ ィ ル タとND フ

ィ ル タ とを組み合わせ て つ くっ た光を混光し、 ある特

定の錐体の 応答の み取り出せ るような選掬的順応光と

した。 網膜中心窩では L錐体とM錐体 としか存在しな

い ため 、 い っ ぽうの鑞本を選択的に抑制する背景と他

方の錐体によっ て閾値が きまるテ ス ト光との組み合わ

せ条件とした 。 中心窩以外の 部位では S錐体および桿

体をも同時に抑制す る光条件とした。 今回の実験で は 、

L錐体にっ い ての応答をとる場合は 640nm の テ ス

ト光と 500nm の 背景光を用いた。M錐体につ い て

の 応答をとる場合は 、 500nrn の テ ス ト光 と 460

nm および 640nm の背景光を用いた。 背景光の強

度は、 ち ょ うどス タ イル ズ
C5 ）の行な っ たような 、 背景

光強度に対する増分閾博性を求め る実験をもとに決定

した。網膜周辺部の 測定で は 、 測定前に白色順応光を

与えて桿体を退色させた 。 また束嫐 する網膜位置によ

っ て は 、 光学系の外部に固視のための光源を配置した 。

　実験には恒常束i臘法を用い た。 観測者は暗順応の 後、

固視点を注目させ、 桿体を退色す るため の 白色順応光

を与えた。 選択幽頂応背景の もとで 、 強度の異なるテ

ス ト光をラ ン ダム に観測者に提示 し、 観測者に はテ ス

ト光の見えを7段階評価 （「見えなか っ た」 、　「たぶ

ん見えなか っ た」 、　「見えたか見えなか っ たか わか ら

なかっ た」 、　「たぶん見えた」 、　「見えた」 、　「は っ

きり見えた」 、 「十分明るか っ た」）させた 。

　ユ ニ ーク黄波長の測定には上下法を用い た。 テ ス ト

光の大きさは 、 色の判断が十分できるように網膜部位

に応 じて異なる大きさとした 。
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3．結果

　筆者 らは、 あるカテゴ リー以上の応答をする確率と

テ ス ト光強度 との関係を説明する鍵体での光子吸収モ

デ ル を考案し、 これ により選択性順応背景におけるテ

ス ト光によっ て 励起される錐体の数を評価する手法を

開発した‘B ⊃
。 詳細は参考文献に記してある。

　図 1に測定結果を示す 。 横軸は偏L渡 （鼻側を負 、

耳側を正 とした） 、 縦軸は L／M 錐体比で ある。 観測

者KL 、
　SL ともに、　 L／M錐体比の 値は繝 莫位置に

よ らず
一
定で あるこ とがわかる 。

　図 2にユ ユ ーク黄波長の測定結果を示す。 横軸は偏

心度、 縦軸はユ ニ
ー

ク蠹波長で ある。 観澳1堵 KL 、 S

L ともに、 ユ ＝ 一ク黄波長は網膜位置によらず
一
定で

あっ た。 これは中心窩におい て L／M 錐体比とユ ニ ー

ク蠹皮長とが対応して いる ことと
一
致するts ，

。 またア

ブラモ フ らは、 束1嫐 の大きさを増す ことにより、 周辺

視で も中心視と同様な色覚特曲が得られる こ とを報告

して い る
CT⊃

。 これ らの ことは、 周辺視における R ／G

反対色メカ ＝ ズ ム は中心視の それと同 じもの で ある こ

とを示唆して い る。
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図 1L ／M 錐体比の測定結果
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